
  
ビジネス・フロンティア 
次世代の動きを探る(全２回) 

 
第１回 “生物多様性”を企業経営に生かす 

 

主 催：社団法人 滋賀経済産業協会 SSBI（持続可能な滋賀ビジネスイニシアティブ） 

共 催：特定非営利活動法人 カーボンシンク 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 開催日程及び場所（１、２回とも共通） 

第１回 平成 24 年１月１６日（月） 14：00～ 

場 所 コラボしが 21 ３階 中会議室１ 

■ 参加費：無料、定員 30 名 

■ 研修内容（予定） 

14：00～14：10 開会挨拶 

14：10～15：10 講 演 

15：10～15：55 質疑応答、意見交換 

15：55～16：00 閉会挨拶 

 

※ 第２回／２月２日(木)１４：００から テーマ：“ＢＯＰビジネス”という新たな展開  

「地球温暖化防止」が環境ビジネスの本流になった現在、さらなる課題として

「生物多様性の保全と持続可能な利用」が注目されつつあります。企業と「生

物多様性」は、どのような接点があるのでしょう。また、それはビジネスチャ

ンスになるのでしょうか。第１回は、生物多様性をめぐる国や企業の動きを、

実際の事例を交えながら、新規事業展開や海外進出の機会を探ります。 

講師 吉野 元さま 
 
株式会社レスポンスアビリティ 
コンサルタント 
博士（生命科学） 
琉球大学理学部、東北大学大学
で生態学を学び、生命科学博士
号を取得。東北大学認定の
PEM(Professional Ecosystem 
Manager)取得。 
2010年4月から1年間、環境省
自然局生物多様性地球戦略企画
室勤務の後、現職。 

生物多様性条約締約国 

名古屋会議(COP10)ロゴマーク 

「生物多様性」が企業経営に与える影響 
 

企業は、生物多様性がもたらす生態系サービスの恩恵を受けて
ビジネスを続けています。その一方で、生物多様性に様々な影響
を与えています。近年では、海外の企業は、サプライチェーン全
体における生物多様性への影響を最小化しようとする動きが出
てきています。今後は、企業は原材料を“どこから、どのように”
調達したか、また、それが生物多様性に配慮できているかが問わ
れる時代になると考えられます。 
その一方で、バイオミミクリーなど生物を真似る新しい技術や

石油資源に代わる生物資源の開拓など、持続可能な生物資源を生
かした“ものづくり”へのシフトすることが企業価値を高め、ビ
ジネスチャンスにつながると考えられます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 会 場：なるべく公共交通機関をご利用いただくようお願いいたします。 

■ 第１回と第２回は、個別でお申込み可能です。 

■ 問合先 滋賀経済産業協会事務局 西田、原田 TEL077-526-3575 

お申込先 

ビジネス・フロンティア次世代の動きを探る 

第１回「生物多様性を企業経営に生かす」参加申込書 

 

FAX：077-526-3577 （原田 行） 
 

 

 

 

 

 

 

 
参加者氏名 役職・部署 第２回 

  
参加・不参加 

  
参加・不参加 

 

事業所名 

 

  

ＴＥＬ ＦＡＸ  

参加証は発行いたしません。 

事務局から連絡がない限り、ご参加可能です。 

コラボしが 21 ３階中会議室１ 
  

JR 琵琶湖線「膳所」駅より徒歩約 15 分 

京阪電鉄「石場」駅より徒歩約 3 分 

〒520-0806 滋賀県大津市打出浜２番１号 

電話：077-511-1400 

（インフォメーションセンター） 

開催会場地図 


